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実施の目的など
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目的
航空局は実証実験に先立つ安全性を検証するため、「安全性に関する検証項

目」の各項目について、自動運転車両が適切な挙動をするか試験を行った。

試験環境
車両通路などの一般的な空港施設、空港で使用される機材・車両などを配置し

たテストコースを仙台空港内に設置。なお、仙台空港で実施出来ない応募者は、
同様の環境を有するテストコースを自ら設置。

主な確認項目
自動運転車両が、空港内を安全に走行できるか。
空港内の特殊車両・機材（トーイングトラクター、トーバー、ドーリー）を
認識して適切に走行するか。
手動対応時の動作・切り替えがスムーズに実施できるか。



公募要領 別添 「安全性に関する検証項目①」
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公募要領 別添 「安全性に関する検証項目②」
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テストコースの設定 （仙台空港）
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○ 左回り×２、右回り×2の計４パターンを各３周走行

○ 視界障害となるコンテナの設置や交差点での挙動確認のためエキストラ車両を配置

テストコース 右回りパターン①

※ 人に見立てたマネキンに対し適
切に制動するか確認

※ トーバーを認識したうえで、適
切に追従・制動するか確認



模擬フィールド試験参加者

応募者の名称 実験車両 模擬フィールド試験
実施場所

模擬フィールド試験
実施日

A 豊田通商㈱ 路車連携型 仙台空港 10/24

B ｱｲｻﾝﾃｸﾉﾛｼﾞｰ㈱
ﾀﾞｲﾅﾐｯｸﾏｯﾌﾟ基盤㈱ 車両自律型 仙台空港 10/29

D SBドライブ㈱ 車両自律型 東京大学柏キャンパス
（千葉県柏市） 1/17

E

愛知製鋼㈱
SBドライブ㈱
先進モビリティ㈱
㈱NIPPO
日本電気㈱

車両自律型・
路車連携型併
用

混在空間での実績が多数あり、GSE車両認識
状況についても資料提出済みのため、模擬フィー
ルド試験を省略

F 鴻池運輸㈱
㈱ZMP

車両自律型
日本自動車大学校
（千葉県成田市）

11/9
G AIRO㈱

H AIRO㈱ 車両自律型 2/22
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「安全性に関する検証項目」に係る試験結果

全ての自動運転車両について安全性を確認し合格（条件付を含む）とした。

付した条件の内容

○対象：Ａ,Ｂ,Ｄ,Ｆ,Ｇ グループ

（試験結果）
車両通路上にあるカラーコーン又は人に見立てたマネキンに対する減速が急である、

又は停止した位置とそれら障害物との距離が短いため、マーシャリング作業員が車両
通路に立って航空機の誘導を行う場合に作業員が危険を感じる可能性がある。

（条件）
必要に応じて手動にて減速・停止すること。

○対象：Ｈ グループ

（試験結果）
車両通路上のカラーコーン３基の場合は適切に停止するが、カラーコーン１基のみ

の場合は停止しない。
※カラーコーン１基でも検知はするが、停止しない設定としていた。

（条件）
カラーコーンのある車両通路では手動に切り替えて走行すること。又は、カラー

コーン１基でも停止するよう再設定し、実証実験前に適切に制動することを自ら確認し、
空港管理者の了解を得ること。

⇒ 再設定はせず、車両通路にカラーコーンが設置された状況下では手動に切り替えて
走行することした。 6


